
項 ⽬ 内 容

名称 ヤムイモ、ワイルドヤム [英]Wild yam [学名]Discorea villosa

概要 ヤムイモは、熱帯、亜熱帯性気候の地域で⾃⽣する植物で、北部、中央部アメリカ

原産。落葉性の蔓性の多年草で、ハート型の葉と⼩振りの緑⾊の花を付ける。使⽤

部位は根と塊根で、秋に収穫され、アフリカ・熱帯アジア・ラテンアメリカなどで

主⾷として栽培されている。同属の別種が多く存在するが、ここではDiscorea  

villosaについての情報を記載する。

法規・制度 ■⾷薬区分

「専ら医薬品として使⽤される成分本質 (原材料) 」にも「医薬品的効能効果を標ぼ

うしない限り医薬品と判断しない成分本質 (原材料) 」にも該当しない。

成分の特性・品質

主な成分・性質 ・ジオスシン、ジオスゲニン、グリコシドサポニン、β-ステロール、アルカロイ

ド、タンニン、でんぷんを含む (101) (PMID:17887511) (PMID:15513824) 

(PMID:18646278) 。

分析法 ・HPLCもしくはGSを⽤いて分析される (PMID:15513824) 。

・ジオスシン誘導体を蒸発光散乱検出器に結合した遠⼼分配クロマトグラフィーに

より分取分離した報告がある (PMID:18646278) 。

有効性

ヒ

ト

循環器・

呼吸器

調べた⽂献の中に⾒当たらない。
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で

の

評

価

消化系・肝臓 調べた⽂献の中に⾒当たらない。

糖尿病・

内分泌

調べた⽂献の中に⾒当たらない。

⽣殖・泌尿器 メタ分析

・2010年6⽉までを対象に3つのデータベースで検索できた臨床試験について検討

したシステマティックレビューにおいて、ブラックコホシュ、イソフラボン、レッ

ドクローバー、ダイズ、ビタミンE、朝鮮⼈参、トウキ、メマツヨイグサ油、ヤムイ

モ、カバ、メラトニンを代替医療としてそれぞれ単独使⽤することが、更年期⼥性

のホットフラッシュ に与える影響との関連は認められず、⻑期使⽤の安全性データ

が不⼗分であった (PMID:20833608) 。

RCT

・閉経後の⼥性23名 (平均53.3±1.1歳、オーストラリア) を対象とした⼆重盲検ク

ロスオーバー無作為化プラセボ対照試験において、ワイルドヤムのクリームを3ヶ⽉

間外⽤させたところ、ホットフラッシュの症状に影響は認められなかった

(PMID:11428178) 。

脳・神経・

感覚器

調べた⽂献の中に⾒当たらない。

免疫・がん・

炎症

調べた⽂献の中に⾒当たらない。

⾻・筋⾁ 調べた⽂献の中に⾒当たらない。

発育・成⻑ 調べた⽂献の中に⾒当たらない。

肥満 調べた⽂献の中に⾒当たらない。

その他 調べた⽂献の中に⾒当たらない。

http://www.ncbi.nlm.nih.gov/entrez/query.fcgi?cmd=Retrieve&db=PubMed&list_uids=20833608&dopt=Abstract
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